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赤潮ネット（水産技術研究所）の概要 

 

１．概要 

赤潮ネット（沿岸海域水質・赤潮観測情報）（https://akashiwo.jp/index.php）は、水産庁

委託「赤潮･貧酸素水塊対策推進事業」により開発されたポータルサイトで、（国研）水産研

究・教育機構 水産技術研究所が管理・運営。九州（東シナ海）及び瀬戸内海の水産関係機

関が収集した沿岸海域の水質及び赤潮プランクトンの分布等の情報を公表するシステムを

取りまとめている。 

２．公表情報等 

有明海・八代海等の水質

観測情報 

水産技術研究所が水産庁、環境省等の事業等に基づいて実施

する観測情報を提供 

水温速報 

国、県、市、漁協の無人観測機器のうち無線によるデータ送信

機能を備えた観測所（テレメータ観測所）から送信される水質

連続観測データを提供 

水温予報 

自動観測した水温データをもとに、前年度の観測データに基

づく重回帰係数を算出した予報式により、気象予報値を用い

て１～２週間の水温予報を提供 

赤潮分布情報 
国、県、市町村、漁協、大学等が取得した水質及び赤潮の原因

となるプランクトンのデータの提供を受けて分布図を公表 

瀬戸内海赤潮調査一覧表 瀬戸内海西部・東部における赤潮調査日一覧を提供 

公共用水域水質調査情報 
水質汚濁防止法に基づいて県、市の各機関が取得した水質デ

ータの提供を受けて分布図を公表 

貧酸素情報 
有明海、八代海等の海域で国、県等の各機関が多項目水質計に

より取得した水質データの提供を受けて分布図を公表 

浅海定線調査情報 
有明海の沿岸４県が実施した水質調査結果の提供を受けて分

布図を公表 

３．関連情報 

水産庁は「漁場環境改善推進事業のうち赤潮及び貧酸素水塊の広域自動モニタリング技

術の開発」を進行中。赤潮・貧酸素水塊の発生状況の適切な把握と予察のため、水温、塩分、

クロロフィル、濁度、溶存酸素などを広く観測できる連続観測装置の開発を行うとともに、

広域の水質データを効率的に収集・公表するシステムの開発を支援。水温、塩分、クロロフ

ィル、濁度、溶存酸素などを連続観測できる装置及び広域の水質データを効率的に収集・公

表できるシステムの設計、試作組立、性能試験等、及び赤潮・貧酸素水塊が頻繁に発生して

いる海域において、製作した連続観測装置等の実証試験を実施予定。 
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○水温速報の例 

 

 

○赤潮分布情報の例 

 


